
  2013 年 ネパール学校支援 
 

訪問期間：2013.1.28～2013.2.2 

訪 問 者：清水繁会員、稲田栄一会員、大森龍一会員、石井秀明会員、稲田夫人、 

 
1 月 28 日（月）から 5 泊 6 日でネパール サンサリマイ中学校（Secondary）へ

の支援活動に行ってきました。今回のメンバーは、清水繁会員を団長に大森龍一

会員、石井秀明幹事、私と家内を含め 5 名です。 

今回は、羽田空港 28日深夜 0：20発のバンコク行きの便で出発しました。 

28 日午後 1 時頃、Kathumanduに到着し、ラマさんとヘム君に出迎えられ、車で

Lama International Guest House（L.G.H）に入りました。早速、ラマさんと今後

の予定を打ち合わせした処、Sindupalchok（シンドゥパルチョーク）郡の教育長

が 29日朝、L.G.Hに来て食事をしながら話をすることになっているとのことでし

た。 

そこで、朝食に日本流のカレーを作ることにし、マリさんの案内で、食材（ジャガイモ、人参、玉ねぎ、鶏肉）の買い出しに行

き、夕方 L.G.Hの厨房を借りて約 15人分のカレーを作りました。 

 

翌 29 日、結局教育長は来れず、途中で会うとの連絡が入ったので、我々はカレーを食

べて 9 時頃、トゥロパカール（Thulopakhar）村へ向け出発しました。途中、ラマさん

が電話で連絡を取り合いアラリコ・ハイウェイ脇で教育長と面会しました。 

東海那珂 RCの皆さんには大変お世話になり、皆感謝しています。良い学校を

作ってもらい、子供たちも多く入り、良い環境ができています。 

今後もいろいろとご支援をお願いしたい。 

途中、検問を受けながらドラルガットのバス・パークで小休止し、トゥロパカール村

には午後 1 時過ぎに到着し、直ぐに学校へ向かいました。 

 

サンサリマイ中学校（Secondary）では、学校が休みにもかかわらず

多くの生徒が歓迎に出てきてくれていました。 

今回は、ピアニカ（３台）、リコーダ（３本）、楽譜、絵本（英語訳

付）、シャボン玉セット等を学校（子供達）にプレゼントしました。

大変喜んでくれたようです。 

 

 

 

 

 

 

夜は、元校長の家（奥様：マイリさん）で、先生たちを招待し、約

20 人分の日本流のカレーをヘム君の手を借りて作り、みなさんにご

馳走しました。 

清水団長、大森会員や石井会員は、カレーが出来るまでロクシー（地

酒）を飲み、先生方と打ち解けて語らい合っていたようです。 

 

30 日は、朝 7 時過ぎに村を出発しバラビセ町へ向かいました。バラビセでは、カジさんのお店で軽く朝食（ミルクティー、ゆで

卵、ラーメン）を取り、会津ナマステクラブが造った元学校の建物を再利用している病院（建物を貸している）を見学しました。 

ラマさんの奥さんが育ったマネソーラ村には、土埃と石ころだらけの山道をピック・アップ型の車で登り、12時過ぎにやっとの

思いで村に到着、ラマさんの奥さんの実家で昼食を頂いた後、マハカリ小中学校の 32周年記念式典に出席しました。 

31 日は、パタンのダルバール広場から、スワヤンブナート寺院、バクタプルのダルバール広場、旧王宮をそれぞれ見学し、標高

2000ｍ近いナガルコットに上り、ここで宿泊、翌朝のヒマラヤを照らす朝日を期待しました。 

2 月 1 日は、日の出前に起きヒマラヤ山脈から昇る朝日を期待しましたが、残念ながら雲が取れずヒマラヤを見ることはできま

せんでした。 

カトマンズに戻り、この日はアタルト村村長の子息ダルマさんの結婚披露宴があるということで、ラマさんに誘われ皆で出席し

ました。 

2 日は、日本への帰路。朝食前に、ヘム君の新しいアパートに招かれ、ルビ. ラマ先生やヘム君のお兄さん夫婦と歓談して、11

時過ぎに空港へ着き、お世話になったラマさんとヘム君に来年の再会を約束して別れました。 
 
 
 
 
 
 
 

 

 

 

 



 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
  

  

  

 
お世話になった 

Rubi Lama 校長先生(左) 

Karm Dundup Lama 元村長(中) 

Hem 君(右) 

サンサリマイ中学校の先生方と夕食・歓談 波崎 RC の支援で建ったカカリン高等学校 

  

トゥルパカール村の風景 

マハカリ小中学校 32 周年記念式典に出席して！（会津ﾅﾏｽﾃ ｸﾗﾌﾞ支援の学校） 

マネソーラ村の風景 
 

 

スンコシ川の両岸に立ち並ぶバラビセ町の風景 


